
 

 

注
意

 
□

會
友
諸
君
か
ら
送

ら
る
ゝ
批
評
畫

は
、
前
月

 

二
十
日
迄

に
送
っ
た
も
の
は
翌
月
十
日
迄
に

返

 
送

す
る
定

め
に
な

つ
て
ゐ
る
。
評
者
は
、
こ

の

 

二
十
日
間
に
都
合
よ
き

一
日
を
批
評
の
日

に
宛

 

て
ゝ
ゐ
る
。
そ
れ
故
、

二
十

一
日

に
批
評
を
終

 

る
時
も
あ
り
、
十
日
に
漸
く
終

る
時
も
あ
る
。

 
批
評
を
請

は
る
ゝ
方

が
、

二
十
日
迄
に
送
り
越

 

さ
れ
て
、
幸

ひ
コ
十

一
日
に
終
れ
ば
、
評
者

の

 
手
許

に
、
僅

か
二
三
日
滞
在
す
る
の
み
で
提
出

 
者

に
返
る

が
、
若
し
遅
れ
て
、

二
十

一
日
批
評

 

の
終

つ
た
後

に
着

い
て
、
評
者
が
、

次
の
批
評

 
を
十

日
頃
迄
や
ら
な

い
時
に
は
、
結
局
五
十
日

 
間
程
手
許

に
在
る
譯
で
、
提
出
者

も
待
遠
し
か

 
ら

う
し
、
評
者
も
迷
惑
で
あ
る
か
ら
、
以
後
、

 
必
ず

二
十
日
迄

に
は
、
本
會

へ
着
す
る
や
う
に

 
御
送
り

を
願
ひ

た
し
。

　
□

四
種
郵
便
物
と

し
て
送

ら
る
ゝ
繪
畫

の

中

 

へ
、
郵
便
切
手
を
入
れ
て
置
く
と
反
則

に
な
り

 
ま
す
。

 
 
 

 
 
 
 

 
□

包
紙

に
、
た
ゞ
姓
名

の
み
で
、
自
己

の
宿
所

 
を
書
か
ぬ
方
あ
り
、
返
送

の
時
取
調
に
手
數
を

要
す

る
か
ら
、
必
ず
楷
書
で
明
記

せ
ら
れ
た
し
。

□
包
装
は
桑
田
式
が

一
番
よ

い
。
次
は
極
厚
い

ボ
ー

ル
紙
二
面

の
間
に
挿
み
て
、
十
文
字

に
糸

で
括
る
か
、
又
は
油
紙

に
包
む
の
も
よ

い
。
解

く
の
に
面
側
で
あ
つ
た
り
、
返
送

の
時
手
數

の

か
ゝ

る
包
装
は
、
一
切
御
見
合
せ
に
願
ひ
た
し
。

□
★

ッ
切
位

ひ
の
大
き

い
の
は
、

二
枚

の
板

の

間
に
挿
む
で
送
ら

れ
た

い
。
薄

い
ボ
ー
ル
紙
で

は
東
京

の
郵
便
局
で
小
包
と
し
て
受
付
な

い
。

巻
て
送
ら
れ
る
と
、
自
然
潰
れ
た
り

し
て
折
目

が

つ
く
。

□
説
明
は
、
寫

生
の
月
日
、
天
候
、
光
線

の
方

向
等
が
分
れ
ば
よ

い
、
詳
し
い
事
は
不
用
。
ま

た
、
繪

に
は
畫
題
な
り
番
號
な
り
つ
け
て
貰
ひ

た
し
。

 

□
要
す
る
に
、
包
装
は
簡
單

に
し
て
、
双
方

の

數
手
の
か
ゝ
ら
ぬ
や
う
工
風
さ
れ
た

い
、
あ
ま

り
面
倒
丁な
も

の
や
、
説
明
の
無

い
も
の
等
は
、

自
然
あ
と
廻
し
に
な

9
て
返
送

が
遅
れ
ま
す
。

□
振

替
貯
金
と

い
ふ
も

の
は
、
例
へ
ば
七
日
に

熊
本
で
拂
込
を
す
る
と
、
東
京

の
局
で
扱
ふ
の

は
十
日
で
、
其

夜
か
十
一

日
の
朝
で
な
く
ば
會

へ
通
知
が
來
な

い
、
夫
か
ら
雜

誌
を
發
送

す
る

と
、
早
く
と

も
十
三
日
で
な
く
ば

熊
本

へ
到
着

せ
ぬ
譯
ゆ

へ
、
通
常

の
郵
便

に
て
注
文
し
た
よ

り
も
、

二
三
日
は
遅
れ
る
も
の
と
御
承
知
あ
り

た
し
。
□『み
づ
ゑ
』
の
原
色
版
は
、
二

三
ヶ
月
前

か
ら

製
版
印
刷
に
着
手
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
讀
者

が

増
し
て
も

急

に
増

刷
す
る
こ
と
が

出
來
な

い
、
從

つ
て
發
行
と
同
時

に
品
切

に
な
る
こ
と

が
あ
る
、
そ

れ
故
御
注
文

は
可
相
成
發

行
前

に

願

ふ
。□
質
問
、
讀

者

の
領
分
、
需
供
案
内
等

の
原
稿

は
必
ず
別
紙
に
認
む
る
こ
と
、
然
ら
さ
れ
ば
其

内

の

一
若
く
は

二
は
沒
書

に
な
る
か
も
知
れ
な

い
。

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
　

近
 
事

 
 
 
 
 

△
日
本
水
彩
畫
會
研
究
所
九
月
例
會

は
、
二
十

五
日
開
會
、

午
前
眞
野
氏

の
透
親
畫
法
講
話
、

午
後
出
品
百
八
十
點

に
對
す
る
戸
張
、
磯
部
、

岡
、
大
下
諸
氏

の
批
評
、
並

び
に
戸
張
氏
の
講

話
あ
り
。
當
日

の
受
賞
者
は
武
田
芳
雄
、

瀧
澤

静
雄
、
奥
村
熊
四
郎
、
赤
城
泰
舒
、
の

四
氏
な

り
し
。
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 


